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研究概要 

1．柑橘類果実の機能性研究 

1-1.ハッサク（Citrus hassaku）未熟果実および L-アスコルビン酸の併用効果をラジカル捕捉作用に基づく抗酸化

作用を指標に評価した。その結果、相乗効果を確認し、ハッサク未熟果実中の相乗効果を示す成分のひとつが

rutin であることを確認した。 

 

1-2.ハウスダストやダニなどの要因に対して日ごろから鼻や目に不快感があるヒト（健常者）を対象に、7 月に収

穫したウンシュウミカン（C. unshiu）果実乾燥粉末含有食品を 8週間連続摂取させるランダム化二重盲検プラセボ

対照並行群間比較試験を実施した。その結果、鼻汁（鼻かみ回数）に起因する鼻の不快感が緩和された。さらに、

試験食品に起因する有害事象は観察されず、その安全性が確認された。 

 

2．未利用農産資源からの機能性素材開発 

本学附属農場で得られる未利用農産資源のアンチエイジング機能性素材への応用を目的に、ウンシュウミカン

（Citrus unshiu）葉に肥満予防作用（膵リパーゼ活性抑制）を見出し、その活性成分の一部を同定した。 

 

3．インド産薬用植物の機能性探索 

アユルヴェーダ医学で用いられるダバナ（Artemisia pallens）の精油の含有成分について、成分の組合せによる

各種酵素の阻害試験を実施し、抗アルツハイマー型認知症作用のひとつであるコリンエステラーゼに対する阻害作

用を評価した。その結果、アセチルコリンエステラーゼおよびブチリルコリンエステラーゼに対する阻害作用を見

出した。 
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